
（独立行政法人 国民生活センター「子どものオンラインゲーム課金のトラブルを防ぐには？」）

「スマホを渡しただけなのに…」「家庭用ゲーム機でいつの間に！？」

未成年者のオンラインゲームによる課金に注意！
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コロナ禍で自宅で過ごす時間が多くなっている今、スマホや家庭用ゲーム機の使用時間が増

えたためか、子どもが保護者の許可なくオンラインゲームに課金※をしてしまったというトラ

ブルが増加しています。

事例としては「親のスマートフォンを子どもに貸していたら、いつの間にかオンラインゲー

ムの課金をしていて多額な請求が届いた」という相談が実際に登別市消費生活センターにも寄

せられています。

※裏面もお読みください

トラブルを未然に防ぐためには・・・

未成年者が保護者の承諾なくオンラインゲームの課金をしてしまった場合は？

対応や判断に不安、お困りの場合はお気軽にご相談下さい！契約・取引に関するトラブルのほか、

製品事故、多重債務等を受け付けています。登別市消費生活センター：☎８５－３４９１

◇オンラインゲームで課金する場合のルールを家族で話し合いましょう。

◇保護者のアカウントで子どものアカウントを管理、保護できるように「ペ

アレンタルコントロール」を利用しましょう。

◇保護者が子どもの「課金を防ぐ」「課金に気付く」ために、決済時のパスワ

ード設定や、決済完了メールなどの設定がされているか確認しましょう。

未成年者が親の同意を得ずにオンラインゲームに課金をしてしまった場合、民法によって定

められた「未成年者取消権」によって、その契約を取り消すことが出来ます。

しかし、オンラインゲームでは未成年者が契約したことを証明するのが難

しく、必ず契約が取り消されるとは限りません。

また、保護者のアカウントでログインしたスマホや家庭用ゲーム機で子ど

もが課金した場合は、アカウントの所有者である保護者が決済を行ったとみ

なされるため、注意が必要です。

子どもにスマホを

貸しただけなのに

……。

※課金とは・・・一定のお金をゲームやアプリ内で支払い、ゲーム内のアイテム（道具）などを入手する

ことです。これによりゲームを優位に進めたりすることが可能になります。




